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面積　509.98ｋ㎡
人口　110,650 人
　　　　（217 人 /ｋ㎡ ）
世帯数　50,568 世帯

小学校　26校
児童数　5,721 名
　　  　　　（うち小学校１校は休校中）

中学校　10 校
生徒数　2,786 名

愛媛県

香川県

徳島県

高知県

（H30 年 2月28日現在）

（H29 年 5月1日現在）

愛媛県西条市





「複式学級の解消」「中１ギャッ
プの解消」 「学びの質の向上」

＜コンセプト＞

人と人とが繋がり合う、一歩先の社会の姿





＜メリット＞

＜デメリット＞

【 簡 易 型 】

＜メリット＞

＜デメリット＞

【 本格型 】

■機器類を検討する目的

■求められる要件

■キーワード





③-2 WEB 会議用システムカメラで
鮮明な映像を相手校に提供する。

③-1 カメラ付き双方向通信機器
（RICOH 社 UCS）。安定した通信
とセキュリティを確立。

音声用スピーカー。
棚に収納してコンパクトに。

② 児童用サイドスクリーン。教室が横に
広がったかのような錯覚を起こさせ、臨場
感を高めている。お互いに意見を発表し
たり、教材を見せ合う授業でも使う。

Ｔ2教師（受手側）

② Ｔ1 用後方スクリーン。Ｔ1 は自校
の教室が後方に拡張されたような印象
の中で、他校の児童も自分の教室の
生徒のように扱いながら授業を行う。

《STKジョイントラーニングシステム》
ワンタッチで全環境の起動が可能な
集約スイッチ（×１台）
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電子黒板。相手校と繋がっており、双方が
教材を提示したり、両校の児童がお互い
に書き込んだりできる。

① プロジェクター。2枚のスクリーンに対し
て 2 台設置。この教室では、さらに他校と
も繋げて授業をおこなうために合計 4 台の
スクリーンとプロジェクターを設置している。

Ｔ1 用ホワイトボードまたは
黒板。カメラを通して相手校
へ映し出される。

Ｔ1教師（発信側）

⑤ 《STKジョイントラーニングシステム》
ICT 機器の電源を集中管理し、教師の授
業準備機器設置負担を極限まで軽減。

光源シェード。児童の机上照度を考慮しつつ、
相手校への影響を抑えている。

④ 集音マイク。教室内に３
個設置してあり、授業の場面
に応じてON/OFFして使う。
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■ ICT 機器環境「基本形」（1教室あたり）　　　　 　　                  　　（単位：千円）

■ ICT 機器環境「オプション」（1教室あたり）　　　　 　　                　（単位：千円）



 













コミュニケーション能力の育成

プレゼンテーション能力の育成

道徳心・他者を思いやる気持ちの育成

基礎的・基本的な学力の定着
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濱口先生 今井先生

※深めたいことや、めあての本質に関わるときに行なった。

※年間を通じて遠隔合同授業を実施し、
　単元ごとにＴ1、Ｔ2を入れ替えた。

高橋先生 丹下先生

岡田先生 山下先生

5 年 算数

5年 道徳

３年 国語

※遠隔合同授業以外の回数



※西条市の教育の情報化にかかる先進的取り組みへの
　理解とともに、校区内へ移住を決めた。

村上先生 越智先生

樋口先生

藤原先生 長谷川先生

西森先生

３年 社会

４年 社会

１年 国語・道徳



http://publicdomainq.net/

○　Ｔ１が主に取り組むこと
　・　単元計画の立案と「単元指導計画」の作成（Ｔ２と共通）により、全体の見通しを共有する。
　・　「アクティブ・ラーニング型授業デザインシート」をＴ２と共有し、めあてとゴールを明確化。
　・　ＩＣＴ支援員の授業へのかかわり方をＴ２と共有する。
　・　使用するＩＣＴ機器等のテストや動作確認について、ICT 支援員へ相談する。
　・　授業後の振り返りや情報交換をおこなう。（※Ｔ２が遠慮しないよう配慮する）
　
○　Ｔ２が主に取り組むこと
　・　事前に授業の流れを把握し、目的とゴールに向かうための児童への積極的なゆさぶりを行なう。
　・　全体的客観的に見て、児童が気軽に発言でき、一体感を生み出す雰囲気を生むサポートを行なう。
　・　単元のねらいと授業のめあてに沿って、必要に応じて児童の考えを要所で軌道修正する。

○　授業準備に関係すること
　・　ICT 機器の操作説明をしっかりと受けて、授業で必要な基本操作について慣熟しておく。
　・　まずは自教室内で、普段から、教室の広がり、共に学習している仲間づくりを行なう。
　・　ゆとりをもった単元指導計画や授業デザインを作成し、進捗の遅れにも対応可能にしておく。
　・　つながり合い、学び合う良さや必要感のある、メリハリを取り入れた授業設計にする。
　・　目的意識をもった電子黒板の活用と構造的な板書の工夫を行なう。

○　授業展開等に関係すること
　・　必要以上に相手校との繋ぎの要素を入れすぎず、あくまで本質的な学びを達成する。
　・　授業にメリハリ、学習展開にリズムを取り入れる。
　・　映像資料等を取り入れた問題意識を高める導入の工夫。
　・　相手校と、あるいは自クラス内だけで、意見を交換したり思考を深めたりする時間の確保。
　・　教師も児童も学習問題とゴールを意識した学習展開。
　・　効果的なワークシートの工夫と活用。
　・　とにかく書かせることを重視し、児童が「こう書けばいいんだ」と解るようにする。
　・　児童の思考を深め広げるための、ゴールに向かう精選された主発問と補助発問を決めること。
　・　児童一人一人に達成感を持たせる学びの場の設定。

○　児童の指導に関係すること
　・　話す・聞く、相手意識をもった話型指導や学習規律の統一。
　・　学びあいを意識した男女市松模様の座席配置。
　・　ペア学習やグループ学習の習慣化と充実。
　・　教師は言葉や態度で明確な意思表示をこころがける。
　・　声の音量よりも明瞭さを重視した発言を行ない、児童にも促す。
　　　（活舌、歯切れ、声のトーン）
　・　理由や根拠を明確にし、相手に伝える意識をもった発表。
　・　コミュニケーション（発表に対して繋ぐ発表や広げる発表）に
　　　重点を置いた話合いの活性化。

○　その他
　・　ICT 機器使用のマニュアルの活用（授業前、授業後の ICT 機器の確認）。
　・　機器トラブルに対して、別方法で対処するなど臨機応変な対応。
　・　遠隔合同授業に支配されず、ICT 機器は授業のための道具に過ぎないことを理解しておく。



●遠隔合同授業　実施前チェックリスト

　□　単元指導計画の作成

　□　Ｔ２の先生と共有

　□　「授業実施カレンダー」へ記載し、自校内で共有

　□　「アクティブ・ラーニング型授業デザインシート」の作成

　□　相手の先生と打合せ日の相談

　□　打ち合せ

●遠隔合同授業　授業前チェックリスト

　□　電源ボックス（ＳＴＫラーニングシステム）のトグルスイッチをオン（上側）

　□　ＷＥＢ会議システムの位置を確認し、電源をオン（２か所）

　□　ＷＥＢ会議システムのカメラを立てる（教室後方のＷＥＢ会議システムを除く）

　□　スピーカーの電源をオン（緑ランプ）

　□　スピーカーの音量調整を実施（音 マークを長押し）

　□　スクリーン２面の確認（「ＳＴＯＰ」と「ＤＯＷＮ」は５秒以上押さない）

　□　ＷＥＢ会議システムで相手校を選び、「発信」または「受信」

　□　スクリーンと、スピーカーの確認

　□　（受信校）黒板側ＷＥＢ会議システムの「⇒」を１回押す

　□　横側のスクリーンに映るプロジェクター光がまぶしい場合は黒い紙の位置を調節する。

●遠隔合同授業　授業後チェックリスト

　□　ＷＥＢ会議システムの電源をオフ

　□　スクリーン２面を上げる（「ＳＴＯＰ」と「ＵＰ」は５秒以上押さない）

　□　電源ボックスＳＴＫラーニングシステムのトグルスイッチをオフ（下側）

●授業中に音が途切れてしまった場合の対処

　①　スピーカーを再起動

　②　ＷＥＢ会議システムを再起動

●ＷＥＢ会議システムのシステムがダウンしてしまった場合の対処

　・　相手校へ授業が継続困難である旨を伝え、ヘルプデスクへ連絡



越智  建喜  校長 羽藤  章二  校長

青野　慎  校長

田滝小学校
PTA会長

永井 真弥 さん

越智 恵里子  校長



丹原小学校
ICT 支援員
北野先生

徳田小学校
ICT 支援員
谷友先生

田滝小学校
ICT 支援員
藤田先生

田野小学校
ICT 支援員
寺川先生



教　師

児　童



保護者

地域住民



Ｑ：臨場感があるとなにがいいの？
Ａ：①ICT 機器を過剰に意識しなくていいから、先生がラク！
　  ②T2 が一体感の中で自然に関われるから、授業の質が高まる！
　  ③児童の興味を惹けるから、学習規律が向上する！

Ｑ：臨場感の効果の先にはなにがあるの？
Ａ：「友達と一緒に学ぶ喜び」がある！
「起立！」の号令で、スクリーンの向こうの友達が一斉に立ち上げる。椅子のガタガタッ！という大きな音。「礼！」で一斉に挨拶をする。
隣を見れば、そこに友達が居る。これまでたった１人で授業を受けていた児童の顔に笑顔がこぼれる！　学校はみんなで学ぶところ。
その喜びを、小規模クラスの児童にも自然に提供できるのは、臨場感ある西条市モデルの利点です。また、中一ギャップの発生軽減
にも効果が認められています。

Ｑ：児童の学びの向上には効果があるの？
Ａ：21 世紀型スキルの向上に効果あり！
この環境で授業を受けはじめてから、相手に対してどう説明すればわかるろだうか？ という意識が芽生えてきました。これにより、学
習規律が高まったり、宿題の履行率が高まったりする効果が見られます。また、これまでの限られた人間関係の中では出てこなかった
ような相手校の児童の意見にも触れることで大きな刺激になっているようで、自宅で授業や相手校についての話をすることが多くなり
ました。

Ｑ：先生にはどんなメリットがあるの？
Ａ：主体的・対話的で深い学びが実現！
新学習指導要領の重要なキーワード「主体的・対話的で深い学び」とはいったい何なんだろう…？と悩んでいた教師らにとって、この
学びを実現させるためには授業改善が欠かせませんでした。ある教師は「毎日が研修のようだけど、授業研究の面白さがだんだんわ
かってきた。」と話しています。また、他の教師は、異なる学校間で学年団が形成できることで、スクリーン越しに相談したり意見を
求めることができることが嬉しいと言っています。

Ｑ：西条市モデルはスムーズに導入できる？
Ａ：関わる現場の理解と実践が必要。
ICT 機器は予算さえあれば導入できます。しかし、学校現場では新しいことへの抵抗もあり、多忙な毎日の中で苦手な ICT が導入され
ることへの拒否反応があるかもしれません。これまで長年培ってきた授業スタイルを変えることへの不安もあるでしょう。しかし西条市
では、実践校の学校長同士が学校を超えて連携し、授業を担当する先生を時には励まし、具体的なアドバイスを示しながら、一丸となっ
て実践を進めました。ICT は機械ファーストではなく、常に中心に人間がいます。

Ｑ：保護者はどう思っているの？
Ａ：がんばっている学校へは信頼と期待！
朝校門で登校を見守る先生へ「うちの子が他の学校の友達のことを家で話すようになりました。」と声をかける母親。保護者は子ども
を通して学校をよく見ています。学校を挙げて頑張って取り組んでいることについては、必ず信頼と応援を頂けるものと思っています。
信念を持ち、子どもたちと一緒に、地域の将来を見続けることが大切です。





21 世紀型スキル

西条市モデル
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1. 学びの臨場感
沢山の人数で学んでいれば存在しているはずの、教室内のたくさんの友達。多人数ならではのざわめきや
騒音を、他校の児童・生徒らと共有することで「自分が今ここで学んでいるんだ」という意識を創出しています。

2. 授業の質
大きなスクリーンの有無に関係なく、どうすれば主体的・対話的で深い学びが実現し、子どもたちが将来を
生き抜く力に向かうのか？ の視点から、これまで行っていた授業内容を大きく見直しました。

3. 教師の成長
主体的・対話的で深い学びを互いの教室で実現するには、教師自身が考え方を柔軟に変化させ、打合せ時
間をできるだけ削減し、発問を精選しながら、Ｔ1とＴ2が新しい関係を構築し成長していくことが不可欠です。



東京学芸大学　教育学部

　教授　川﨑　誠司　氏

西条市の遠隔合同授業の取り組みと課題









文部科学省委託事業
「人口減少社会における ICT の活用による教育の質の維持向上に係る実証事業」
（西条市の事業名：ICT の活用による教育の質の維持向上に係る実証事業）
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＜お問い合わせ＞
愛媛県 西条市教育委員会 学校教育課
〒793-8601 愛媛県西条市明屋敷 164 番地 西条市庁舎新館 4階
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